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ウェブサイトよりお申し込みください。（定員になり次第〆切。※最新情報は上記ウェブサイトにてご確認ください。）
https://www.jpf.go.jp/j/about/award/
※内容については変更の可能性がございます。
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参 加 費

無 料

国際交流基金賞事務局（株式会社ステージ内）
TEL : 03-5966-5779（土日祝を除く10：00-18：00）
E-Mail :  j f-award2019@stage.ac
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国際交流基金賞とは 会場MAP

■半蔵門線「半蔵門駅」下車　(�)(�)番出口より徒歩約３分
■有楽町線「麹町駅」下車　(�)(�)番出口より徒歩約６分　
　※一般駐車場はございません。

国際交流基金賞は国際交流基

金設立の翌年である1973（昭

和48）年に始まり、2019年度で

47回目を迎えます。 本賞では、

学 術 、芸 術その他の文 化 活 動

を通じて、国 際 相 互 理 解 の増

進や国際友好親善の促進に特

に顕著な貢献があり、引き続き

活動が期待される 個人又は団

体を顕彰しています。

Commemorative Event of  the Japan Foundation Awards 2019
2019年度 国際交流基金賞 受賞記念イベント
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ウェブサイトよりお申し込みください。
https://www.jpf.go.jp/j/about/award/
※内容については変更の可能性がございます。
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